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第1946回（本年度　第34回）例会　平成25年3月13日　－晴れ－

●司　会　　清水　宏明ＳＡＡ
●点　鐘　　横山　俊夫会長
●斉　唱　　「奉仕の理想」
　　　　　　　　　ソングリーダー　須山　文夫委員長

卓話者のご紹介　　横山　俊夫会長
ＮＰＯ法人かものはしプロジェクト
代表　村田　早耶香様
　　　照井　友樹様

来訪ロータリアンのご紹介　　　　　　中村　眞治会員
川崎中原ＲＣ　松川　正二郎様

会長報告　　　　　　　　　　　　　　横山　俊夫会長
・2013-14　地区委員の委嘱状が届いています。
　竹田会員…地区資金推進委員会　副委員長
・マルチプルポールハリスフェロー
　石川会員…ピン及び認証状
　ポールハリスフェロー　須山会員…ピン及び認証状
・2012-13年度インターアクト卒業式
　川崎大師ＲＡＣがホスト　3月16日（土）
・米山梅吉記念館より春季例祭…回覧
・台北西門ＲＣ３６周年
　3月14日（ウエルカム）3月15日（式典）…ご案内
　寺尾会員、増田会員、竹中会員、水口会員、
　嶋崎会員（奥様同行）の方出席

幹事報告　　　　　　　　　　　　　　矢野　清久幹事
・3月21日　桜のポスター貼り（殿町小）出欠表回覧
・次回3月20日　祝日の為休会
・3月27日　お花見移動例会（恵の本18：00点鐘）
・第一グループ・その他のグループの例会案内回覧

2月ホームクラブ１００％
　布川会員、船山会員、鈴木（幹）会員、野澤会員、
　嶋崎会員、炭谷会員、竹中会員、竹田会員、横山会長、
　石川会員、清水会員、矢野会員、岩井会員、
　鈴木（昇）会員、伊藤会員、水口会員、秦会員、
　小林会員、牛山会員、飯塚会員、谷澤会員、竹内会員

2月出席順位
　300％　須山会員
　275％　牛山会員
　225％　横山会長、矢野会員
　200％　嶋崎会員、増田会員、飯塚会員
　175％　鈴木（幹）会員、野澤会員、竹中会員、
　　　　 石川会員、清水会員、石渡（勝）会員
　150％　布川会員、船山会員、炭谷会員、中村会員、
　　　　 石渡（利）会員、岩井会員、鈴木（昇）会員、
　　　　 伊藤会員、水口会員、秦会員、
　125％　寺尾会員、長島会員、島岡会員、遠藤会員、
　　　　 宮山会員、竹田会員、渡辺会員、谷澤会員、
　　　　 沼田会員、竹内会員、小泉（知）会員

スマイルレポート（ニコニコボックス）
　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井　茂次副会長
川崎中原ＲＣ　松川　正二郎様
お世話になります。宜しくお願い致します。

竹中　裕彦会員
①この風をどなたか止めて下さい。コンタクト人間には
　地獄の日々です。
②明日から台北西門に御礼参りに行って来ます。

鈴木　昇二会員
　村田早耶香様、講演楽しみにしています。日本の若者
の活躍ぶり、存分に語って下さい。

矢野　清久会員
　増田さん、無理を聞いて頂きありがとうございました。
お蔭様で無事地鎮祭が済みました。

本日のニコニコのテーマ
　村田早耶香様、本日の卓話宜しくお願い致します。
　船山　昭三会員、増田　昌美会員、水口　　衛会員、
　牛山　裕子会員、沼田　直輝会員、石渡　勝朗会員、
　船木　幸雄会員、細谷　重徳会員、谷澤　幹男会員、
　中村　眞治会員、岩井　茂次会員、横山　俊夫会長

委員会報告
　　　　　地域発展環境保全委員会　中村　眞治委員長
3月21日（木）　多摩川桜のポスター掲示 午前10時集合
　10時15分　始め会（挨拶・紹介）
 ５周年に植樹した桜の木に殿町小５年生あわせて１１
６名他２名（支援の方）でポスターを掛けます。
 会員の皆様ご参加ください。当企画はアップ会になっ
ております。

出席報告　　　　　　　　　　　　　石渡　勝朗委員長
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卓話者のご紹介　　　　　　鈴木昇二プログラム委員長

　ＮＰＯ法人かものはし代表村田早耶香様です。
　村田さんは19歳の女子大生の時に、カンボジアの子ど
も達が騙されて売られている問題を知り、活動を開始し
た。20歳の時、仲間と共にかものはしプロジェクトを設
立、2006年25歳の時に日本青年会議所主催　人間力大賞
準グランプリを受賞されました。2007年26歳の時には国
際青年会議所主催　過去にケネディやキッシンジャーな
どノーベル平和賞受賞者が若手だった時に受賞している
傑出した若者に贈られるトイップという賞を受賞されて
おります。2011年にはジョンソンエンドジョンソン主催
のヘルシー･ソサエティ賞を受賞し、皇太子妃殿下に謁
見されているようです。それから日本の若者の活躍が話
題となり、カンブリア宮殿、ＮＨＫ，イギリスのフィナ
ンシャルタイムズなど各種メディアにも多く取り上げら
れております。2012年には全国日本商工会議所女性連合
主催第11回女性起業家大賞優秀賞を受賞されており、現
在に至っております。今日は卓話の後にカンボジアの貧
しい貧困層の女性たちが作られたイグサの雑貨がありま
すのでホワイトディのお返しに付け加えていただければ
と思います。

卓話　　　　　　　ＮＰＯ法人かものはしプロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　代表　村田　早耶香様
　かものはしプロジェクトで代表をしております村田と
申します。宜しくお願いします。川崎大師ＲＣさんには
2回目で3年ほど前に一度卓話で伺っております。それか
ら卓話の回数が増えていきまして、昨日は川崎南ＲＣ様、
明日は川崎マリーンＲＣ様、先週は川崎中ＲＣ様、来週
はもう覚えきれないくらいでＲＣ様の卓話の回数は90回
を越えました。大阪、福井ですとかいろいろな所のＲＣ
さんにお世話になっております。特にこの地区の国際奉
仕の取りまとめをしていらっしゃる金子様が当団体を非
常に応援して下さっていまして、こちらの地区を今年度
たくさん廻っております。ですのでロータリーソングは
完璧に覚えていましてこれが無くてもアカペラで歌える
ようになりました。ロータリアンになっていたらおそら
く出席率100％かなと思います。
　私は19歳の時から売られる子どもの問題を無くす為の
活動をしております。売られる子どもの問題というのは、
子どもの人身売買の問題でちょっと重たいテーマでもあ
りますが、子ども達がアジアの国で騙されて売春宿に売
られ、殴られながらお客さんを取らされてエイズで亡く
なっているという問題があります。この問題を19歳の時
に聞き、それから私自身の人生としては12年間活動をし
てきております。今31歳です。
　もともとは大学2年生の時に売られた子どもの話を聞
いたのがきっかけです。私は女子大で国際問題を勉強し
ていました。大学生活を楽しんでいました。そんなある
日午後から授業に出ていき、売られた女の子の話を新聞
記事で読みました。タイの山岳少数民族のミーシャとい
う女の子でした。彼女は本当に親孝行で12歳の時に自分
が出稼ぎに出れば大好きな家族を養えて弟や妹が学校に
通えることを知って出稼ぎに出ました。14歳の時にもっ
と仕送りが増えるぞと言われて、行った先が売春宿でそ
こで閉じ込められ逃げ出す事ができず、毎日殴られなが
ら泣き叫んでも誰も助けてくれず強制的に体を売らされ
エイズに感染しました。20歳の時にエイズで亡くなりま
した。彼女が亡くなる直前に本当は学校に行って勉強を
してみたかったと言っていたそうです。彼女が売られた
金額は日本円でたった１万円でした。その金額がなかっ
たために騙されて売られて人生のすべてを奪われている
現状がありました。それを19の時に聞き、たった１歳し
か違わない人が生まれた国が違っただけで、私は親孝行
も何もしていないのに大学まで行き、彼女は親孝行をし
て働きに出てそして命まで奪われ勉強することが出来な
かったという現実がありました。1万円というのは私が
着ていたワンピースと同じ値段でワンピース一枚と人一
人の命の値段が一緒なんだという事に気が付きました。
これは何とかできないかなと思って援活を始めました。
 その後お金を貯めてタイとカンボジアに行き、ＮＰＯ
の人に案内をしてもらい実際の状況を見てきました。映
　

像の内容としては重たいですがカンボジアの実際の売春
宿の中の映像をご紹介します。皆さん想像されるときに
児童買春の被害者というと14歳、13歳くらいを想像する
と思います。ただカンボジアでは実際に小さい子をかい
たいというと出てくるのは5歳とか9歳とか年齢の子たち
が出てきます。実際大人相手に体を売らされてる子ども
たちです。まだ体も未発達なのでお客さん相手にはオー
ラルセックスで体を売っていました。一人だいたい3年
くらいで体をうらされています。カンボジアは20年間ず
っと内戦をしていました。70年代から90年代まで内戦を
していて意識層がポルポト派によって虐殺をされたので
戦後13年目だったのですが、2003年この当時だいたい35
％が貧困に苦しんだ生活をしていました。
 だいたい国民の三人に一人が困窮していて出稼ぎに誰
かをださないと生活できない状況です。そういう中で出
稼ぎに出ていい仕事があるといわれた女の子がこいう風
に売られていました。カンボジアは戦後ようやく刑法や
民法ができました。90代にできて統一憲法の力が非常に
弱いのでこの国に来れば子供がかえるというので、海外
から子供を買いたい人が集まっていました。残念ながら
私たちの国、日本からも何人かいってつかまっている人
がいます。カンボジアではエイズが蔓延していてカンボ
ジア国内の人は出来るだけ若い子はエイズにかかってい
ないだろうということで12歳から13歳が好まれて買われ
ていました。
　被害者数は2003年当時でだいたい18歳未満だけで
15000人程いたといわれています。戦後被害者数が増え、
10歳未満の幼児の売春の数が多い事が具体的に有名にな
っていました。これは児童労働という子供が働かされる
問題の中でも最悪の形態の児童労働だといわれています。
　被害者の子ども達は精神的にも肉体的にも傷つけられ
て、最悪の場合は命も奪われる結果が非常によくある場
合です。この14歳の女の子は実際に売春をさせられてい
ました。9年前に非常に貧しい農村から売られてきまし
た。この女の子は通学途中に女の人にプノンペンのカフ
ェで働いたらお金を稼いで家族を養うことができるよと
声をかけられました。しかし実際はカフェは売春宿で逃
げ出すことができずお客さんをとらされていました。ど
れくらいお客さんをとったのといっても多すぎてわから
ないといっていました。こういうような現実があります。
 この状況を見てきて、6歳の被害者の女の子とカンボジ
アで出会いました。彼女も一万円で売られてきたので、
一万円だったら私もアルバイトをしてカンボジアに持っ
てきたら助けられる金額だなと思いました。日本に生ま
れてきてきたからには何かが出来るのではないかと思い
活動をはじめました。
 一年近くは一人で何をしたらいいのかわからず探って
いたり、世界会議に日本の若者代表として会議に出たり
いろんなことを模索していました。一年後に仲間と出会
い20歳の時にこの団体をつくりました。
　私たちがカンボジアでやっている活動は3つあります。
売られてくる子供の数、買う大人の数を減らす取り組み。
需要と供給を減らすことをしています。売られてきて来
る子供を減らすために雑貨工房を経営しています。売ら
れてきているのは農村の貧しい家庭から売られてきてい
ます。その家庭のお母さんやお姉さんに仕事を作って、
イグサを使った雑貨などを農村でつくっています。イグ
サであればその辺に生えているものを使ってつくること
ができます。
　カンボジアの産業は観光業・農業・縫製業です。観光
業が今一番伸びてきています。年間250万人程観光客が
アンコール遺跡群など世界遺産をみに来る人たちがどん
どん増えています。そのときに買う雑貨というのが７割
方がベトナム産の刺繍やタイのシルクなどを買っていま
す。その分をカンボジア産のものもお土産が売れれば農
村に雇用が生み出せるのでこういった雑貨を作っていま
す。農村で5人家族が1か月生活するのに最低限3000円あ
れば充分に食べていくことができます。今だいたい週
6000円くらいの収入があります。そのおかげで大人が子
供を養って子ども達が学校に行けるようになっています。
ちょうど工房ができた時の映像がありますのでご紹介い
たします。
　この工房が出来たのが5年前です。私が大学を卒業し
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てすぐカンボジアに事務所を設立しました。最初パソコ
ンの職業訓練をやっていたんですが、農村部から売られ
てきている人が多くなってきたので農村の方にこういっ
た工房をつくりました。14人から受け入れを始め今130
人の女性が通ってきています。こちらの周辺に10万人が
暮らしているのですがその中の特に困窮している130世
帯から受け入れをしています。いちばん貧しい最貧困の
人たちなのでその人たちが通ってくることで、子ども達
が全員学校に行けるようになりました。以前はこの地域
の就学率は100％ではなかったのですがこの工房ができ
しばらくして100％になりました。小学校の年齢の出稼
ぎはなくなりました。来ている家庭の紹介ですが最貧困
の家庭というのは食べているものの量と質が良くありま
せん。一日一食で、食べているものも味のしみたゆで卵
とごはんだけという状況、その辺に生えているものを食
べたりして成長に必要な栄養がとれなくて、実年齢より
体が非常に小さいです。ちゃんと子供たちがご飯を食べ
る事ができ成長できるようにすることが非常に重要です。
 働きに来ている女性たちの姿が少しずつ変わってきて
います。20歳の両親のいない子が働いて彼女の収入で弟
2人を小学校に通えるようになり、1日1食だったのが3食
とるようになった。23歳の女の子は弟を大学に進学させ
ることができました。大学進学率5％の国なので貧困層
から大学入学者が出るのは非常に珍しいことです。通っ
てきている女性たち自身も識字教育をも受けています。
毎日働く中で、休み時間１時間を使って識字教育を受け
ています。来ている人の半数が全く学校に行ったことが
有りません。自分たちも読み書きが出来るようになって
います。この地域の貧困層の女性たちをサポートするこ
とによってここからの出稼ぎをなくしているという取り
組みでした。
　需要である子供を買う人を減らすという取り組みです。
カンボジアの警察が子供をかった人をつかまえることで
す。以前は全くできていませんでした。以前の状況は外
国人の人が10歳の子供とホテルに入っていってもだれも
捕まえないとか、警察も賄賂をもらい見逃してしまう、
とか16歳の子が売春宿でみつかったとしても警察の認識
というのは売春宿に関わっている女の人という認識で牢
屋に入れているという状況でした。この状況を変えるた
めに警察に対するトレーニングをやっています。中央政
府の人たちはきちんと理解していますが、末端の警察官
の人たちが理解していないのでそれぞれの州の現場の警
察官に対するトレーニングをしています。
 具体的には2008年に新しい法律が出来たので、そこで
厳罰化がすすんでいたり、18歳未満は被害者であるとい
うのが明記されているのでその内容を伝え、だまされこ
ういう風に売られている子供たちなんですというのを伝
え警察の意識を変えています。被害者をみつけた場合に
は、牢屋ではなく保護施設にいれる事を伝えています。
2日間の実習により健康安全法のしかたや証拠品の押収
の仕方などを教えています。以前は国内の加害者の対応
策が８２件しかなかったのが、10年間続けてきたところ
今では720件まであがっています。きちんと警察官が理
解をすると、認識が改まって加害者がつかまるようにな
りました。昔はかわいい女の子を農村から1万円で買っ
てきてそれを売春宿が10万円で買ってその子が一年間働
くだけで100万円近く売り上げをあげていました。一人
売春をさせていると90万円くらい儲かるときいていたの
ですが今では警察が捕まえに来るので売春宿のオーナー
も子どもを売っていると営業ができなくなるので、ビジ
ネスのうまみが減っていって売春宿で子どもがやとわれ
なくなりました。
　子供を買いたいと海外から来ていた人もかなり捕まる
から、買いに来る人も減りました。このプロジェクトは
私たちがやっているというよりは内務省（日本の警察省
がそれです）が中心となって実施しています。私たちは
資金的なサポートとか、内務省に対する能力強化をして
います。ユニセフとかワールドヴィジョンとか私たちが
資金を出してそちらの内務省のプロジェクトを一緒にや
っています。外の人が子も問題に非常に熱心に取り組ん
でいたり、戦中に子供だった人が大人になって中心にな
って活躍をしています。こうした取り組みをやってきた
結果、内戦が終わった後15000人まで被害者が増えてい
　

ましたが1000人位まで減っているといわれています。こ
の10年間で一気に取り組みが進みました。加害者が捕ま
るようになり、売春宿が子供を雇わなくなり、農村の貧
困層がだいぶ少なくなりました。2003年には35％いた貧
困層はいろいろな団体やいろんな人たちが農村支援した
結果2008年には18.7％まで減っています。2013年にはも
っと減っていると思われます。需要と供給両方が少なく
なり今カンボジアのこの問題はだいぶおさまってきてい
ます。
　今後何をするかといえば1000人の被害者をどうすくな
くなるのかという取り組みになっていきます。今までカ
ンボジアは緊急支援の段階にありました。NGOが主導に
なって取り締まりをして、政府が主体になって取り締ま
りをするというところまでいきました。次にSTEP２のこ
れが持続的になるようなところにきています。きちんと
警察がつかまえて、裁判官が公正に裁判を行い判決を出
すというのをカンボジアの人たちが自分たちで守れるよ
うなサポートをするということに切り替えています。
　カンボジアが落ち着いてきて次に状況がひどい国は南
アジアのインドやバングラデシュがひどいといわれてい
ます。たとえばインドでは12億人も人口がいることもあ
りまして100万人の被害者がいるといわれています。私
自身３週間前までインドに行きまして売春宿に警察と一
緒に入っていったのですが14歳くらいの子が売られてい
る状況が普通にありました。今後はインドでも活動を広
げていきたいとおもっています。
　日本からできることがたくさんありますので皆さん出
来る範囲で是非ご協力頂ければと思います。一番手っ取
り早いのは日本から支援を送ることが効果的で手っとり
早いです。私たちの通貨円という通貨は非常に強くてカ
ンボジアやインドに持っていくと約10倍の効果を発揮し
ます。人の人生を左右するような可能性を開くことがで
きるようになります。もし今日話を聞いて応援してもい
いと思っていただけたら是非私たちを通して支援いただ
ければと思います。私たちの方で月1000円から会員にな
っていただけるサポーター制度をやっています。継続を
お願いしており継続をして下さる方が増えれば増えるほ
ど活動地域を増やすことができるようになります。現在
2700人の会員さんがおり、カンボジアでは十分活動でき
ていますが、インドでも活動を広げるとなると倍の会員
さんが必要になります。
　10年間活動をしてきて私は20代のすべての時間をこの
問題解決に時間を使ってきました。その10年間の一番の
学びというのはいろんな人がちゃんと取り込んでいけば
私たちの意思でこの問題を解決できるんだということで
す。カンボジアに入った時30年、40年かかると思ってい
たのですが10年で圧倒的な成果がでました。日本から是
非応援して頂きこの問題を解決する仲間になっていただ
ければ幸いです。

卓話御礼　　　　　　　　　　　　　　横山　俊夫会長
 どうも村田さまありがとうございました。３年程前や
はりかものはしプロジェクトの村田様が当クラブおいで
いただきましてお話しいただきました。その当時から比
べますとだいぶ進んだと私自身映像をみて思っておりま
して、RI会長のテーマ「奉仕を通じて平和を」というこ
とで平和というのは紛争だけでないことは前々からお話
が出ていますように、カンボジア、インド、私たちが手
を差し伸べられるほんのちょっとしたことで随分変わる
んだなあということでございますのでぜひご協力をして
いきたいと思いますのでよろしくおねがいします。
 南ロータリークラブ非常に熱心にやっていて私どもに
もご紹介をいただきました。そういうご縁でまた今回お
いでいただくことになりました。今後ともご活躍お祈り
申し上げます。今日はありがとうございました。

2012-13年度 国際ロータリー第2590地区奉仕を通じて平和をPeace Through Service

秦　琢二／竹内　祥晴／小泉　知寛
クラブ
会　報
委員会

夜間移動例会（１８時～）於:恵の本

日時：平成２５年３月２７日(水)は移動例会です。
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